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２
０
２
４
年
１２
月
２
日
で

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が

無
く
な
り
、
既
発
行
の
保
険

証
を
〝
有
効
期
限
ま
で
最
長

１
年
間
資
格
確
認
に
使
え
る
〟

と
し
た
経
過
措
置
も
終
了
し

始
め
て
い
る
。

　

６
月
２４
日
に
発
表
さ
れ
た

２５
年
５
月
時
点
で
の
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
率
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
（
オ
ン
資
）
を

行
っ
た
診
療
の
う
ち
の
２９
・

３
％
と
、
患
者
の
大
半
が
未

だ
に
保
険
証
な
ど
で
の
受
診

と
な
っ
て
い
る
。

　

当
会
会
員
も
協
力
し
た
保

団
連
調
査
で
は
、
〝
マ
イ
ナ

保
険
証
の
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
切
れ
〟
や
、
単
独
で

は
使
用
で
き
な
い
〝
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
の
み
〟
で
の

受
診
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

示
さ
れ
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
混
乱
拡
大
が
危
惧
さ
れ

る
。

　

既
に
市
町
村
国
保
な
ど
で

は
、
２５
年
７
月
末
に
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
を
迎
え

た
。
厚
労
省
は
混
乱
を
想
定

し
、
６
月
２７
日
に
「
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
切
れ
に
伴

う
暫
定
的
な
取
扱
い
」
を
発

出
。
患
者
が
、
有
効
期
限
切

れ
の
健
康
保
険
証
や
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
の
み
を
持
参

し
た
場
合
に
、
オ
ン
資
で
の

確
認
を
前
提
に
３
割
な
ど
一

部
負
担
金
で
の
対
応
を
可
能

と
し
た
。

　

一
見
混
乱
回
避
に
向
け
た

対
応
の
よ
う
に
映
る
が
、
今

回
の
事
務
連
絡
で
示
さ
れ
て

い
る
の
は
自
治
体
発
行
の
健

康
保
険
証
へ
の
対
応
の
み
。

社
保
の
保
険
証
使
用
期
限
は

「
最
長
１２
月
１
日
ま
で
」
と

変
更
は
な
く
、
１２
月
２
日
以

降
に
は
医
療
機
関
窓
口
で
通

常
の
マ
イ
ナ
受
付
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
対
応
に
加
え
、
国
保
と

社
保
で
対
応
が
変
わ
る
と
い

う
煩
雑
さ
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。

　

ま
た
当
該
対
応
は
オ
ン
資

を
前
提
と
し
た
２６
年
３
月
ま

で
の
暫
定
措
置
で
あ
り
、
紙

レ
セ
請
求
な
ど
オ
ン
資
導
入

義
務
の
な
い
医
療
機
関
や
猶

予
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
医

療
機
関
で
は
、
１０
割
負
担
を

求
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
。

　

協
会
は
こ
れ
ま
で
厚
労
省

や
自
治
体
に
対
し
、
煩
雑
な

資
格
確
認
業
務
と
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
対
策
と
し
て
、
健
康
保

険
証
を
残
し
て
併
用
す
る
な

ど
根
本
的
な
対
応
を
求
め
て

き
た
。
し
か
し
行
政
側
は
そ

の
必
要
性
を
否
定
し
、
こ
の

期
に
及
ん
で
も
弥
縫
策
を
繰

り
返
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
執
拗

な
拘
り
は
、
健
康
づ
く
り
と

称
し
た
「
疾
病
の
自
己
責
任

化
」
と
医
療
費
削
減
の
別
表

現
で
あ
る
「
適
正
化
」
、
「
民

間
サ
ー
ビ
ス
へ
の
連
結
」
が

目
的
に
あ
る
と
我
々
は
見
て

い
る
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
へ
の

連
結
を
実
現
す
る
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
カ
ギ

と
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

活
用
が
必
須
だ
か
ら
だ
。

　

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

オ
ン
資
の
活
用
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
な
ら
、
強
制
せ
ず
と

も
普
及
す
る
の
が
自
由
主
義

の
社
会
の
在
り
方
だ
ろ
う
。

た
だ
そ
の
た
め
に
医
療
機
関

経
営
が
疲
弊
し
、
公
的
保
険

が
弱
体
化
す
る
の
で
あ
れ
ば

本
末
転
倒
し
た
結
果
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

医
療
機
関
と
患
者
を
共
に

救
う
最
も
確
実
な
対
応
は
、

運
転
免
許
証
と
同
様
に
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
と
の
並
存
を
認

め
、
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
、
次
善
の
策
が
資
格
確

認
書
の
全
員
発
行
で
あ
ろ
う
。

保
険
証
期
限
切
れ
の

混
乱
を
問
う

全
国
で
医
療
費
総
枠
拡
大
に

向
け
た
運
動
を

保
団
連
代
議
員
会

第
３２
期
第
２
回
理
事
会
　
７
月
１０
日
（
木
）

第
３２
期
第
３
回
理
事
会
　
７
月
２４
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
５
名
）〉

〈
役
員
２９
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
、

【
議
長
報
告
】

　

参
院
選
の
結
果
を
受
け
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
を
前

に
、
経
営
状
況
の
悪
化
に
よ

る
閉
院
増
加
の
現
状
と
、
こ

れ
に
よ
り
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
困
難
な
人
が
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
未
来
を
、
国
民
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
と

具
体
的
な
運
動
の
展
開
方
法

が
議
論
さ
れ
た
。

　

強
引
な
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
も
多
く
の
具
体
的
ト
ラ
ブ

ル
や
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
、

金
銭
的
負
担
の
み
な
ら
ず
、

診
療
の
負
担
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
も
共
有
さ
れ
た
。
理

事
会
当
日
の
宣
伝
行
動
は
、

猛
暑
の
中
通
行
人
も
少
な

く
、
今
後
は
時
期
を
再
考
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

経
営
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
と
保
団
連
理
事

会
の
報
告
が
あ
っ
た
。

【
議
長
報
告
】

　

総
会
後
新
体
制
で
の
初
回

理
事
会
。
情
勢
討
論
で
は
、

「
骨
太
の
方
針
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
診
療
報
酬
等
で
の
「
物

価
・
人
件
費
相
当
分
の
加
算
」

は
一
定
の
評
価
は
で
き
る

も
、
ま
だ
方
向
性
が
示
さ
れ

た
に
過
ぎ
ず
、
基
本
診
療
料

な
ど
で
十
分
な
加
算
が
得
ら

れ
る
よ
う
年
内
は
訴
え
続
け

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
た
。

　

厚
労
省
は
有
効
期
限
切
れ

の
保
険
証
で
も
来
年
３
月
ま

で
使
え
る
と
し
た
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
不
具
合
発
生
時
の

暫
定
措
置
で
あ
る
こ
と
に
注

　

昨
年
度
の
決
算
で
は
特
に

災
害
関
連
費
用
に
つ
い
て
、

会
員
が
納
得
で
き
る
運
用
方

法
な
ど
を
こ
れ
か
ら
丁
寧
に

論
議
し
示
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
一
部
の
検
査
会

社
に
よ
る
検
体
集
荷
等
の
有

料
化
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
当
会

の
対
応
を
考
え
る
方
針
と
し

た
。
会
員
を
取
り
巻
く
様
々

な
困
難
に
つ
き
、
ど
う
向
き

合
い
対
応
し
て
い
く
か
、
熱

い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

（
議
長
・
千
葉
○医
）

医
療
費
の
総
枠
拡
大
・
社
会

保
障
の
充
実
を
目
指
す
党
の

票
が
伸
び
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
意
見
が
一
致
し
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、「
保
険

証
残
せ
運
動
」
を
９
月
３０
日

ま
で
継
続
す
る
。
財
務
省
と

の
懇
談
報
告
で
は
、
先
方
も

医
療
の
厳
し
い
現
状
を
理
解

し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。
ま
た
「
ゼ
ロ
の
会
」オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ー
カ

イ
ブ
動
画
を
患
者
さ
ん
に
も

広
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

選
挙
を
前
に
、
今
こ
そ
患

者
の
医
療
を
守
る
運
動
が
必

要
だ
と
感
じ
る
理
事
会
で
あ

っ
た
。

（
議
長
・
二
村
○歯
）

事後抄録

歯
科
臨
床
研
究
会

口
腔
が
ん
医
療
の
こ
れ
か
ら

安
部
貴
大
氏

　

歯
科
研
究
部
は
７
月
３
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
口
腔
が
ん

　

保
団
連
は
６
月
２９
日
、
代
議

員
会
を
開
催
。
東
京
・
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
代
議
員
ら
３
０
１
名
が
出
席

し
た
。
神
奈
川
か
ら
は
田
辺
理

事
長
、
鈴
木
・
湯
浅
・
竹
下
各

副
理
事
長
が
代
議
員
と
し
て
、

ま
た
、
山
本
・
二
村
・
千
葉
各

副
理
事
長
が
保
団
連
役
員
と
し

て
出
席
し
た
。
議
事
で
は
会
務

報
告
や
２
０
２
４
年
度
決
算
及

び
監
査
報
告
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。

保
険
証
廃
止
に
よ
る
現
場
の
混

乱
抑
制
と
資
格
確
認
書
の
申
請

方
法
の
周
知
、
②
選
定
療
養
の

混
合
診
療
へ
の
拡
大
阻
止
、
③

歯
科
会
員
の
全
国
的
な
減
少
傾

向
へ
の
対
策
―
を
訴
え
た
。
執

行
部
は
①
に
対
し
、
後
期
高
齢

者
や
世
田
谷
・
渋
谷
区
へ
の
資

格
確
認
書
の
一
律
交
付
は
運
動

の
成
果
で
あ
り
、
今
後
は
保
険

証
復
活
の
国
会
審
議
を
目
指

し
、
さ
ら
な
る
世
論
喚
起
を
推

し
進
め
た
い
と
し
た
。
②
の
長

期
収
載
品
の
選
定
療
養
問
題
に

つ
い
て
は
、
公
的
保
険
給
付
削

減
の
一
環
で
あ
る
と
指
摘
。
患

者
の
健
康
被
害
と
窓
口
負
担
増

加
に
繋
げ
な
い
た
め
、
そ
う
し

た
流
れ
を
阻
止
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
、
歯
科
勤
務
医

へ
の
新
た
な
対
策
な
ど
、
各
協

会
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
行

動
提
起
し
た
い
と
し
た
。

　

フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
鈴
木
副

理
事
長
が
臨
床
検
査
受
託
サ
ー

ビ
ス
企
業
が
配
送
料
に
つ
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
原
材

料
価
格
上
昇
や
人
件
費
の
問
題

を
理
由
と
し
て
、
検
体
集
荷
等

を
有
料
化
し
て
い
る
事
例
を
報

告
。
執
行
部
も
「
中
小
規
模
の

医
療
機
関
を
圧
迫
し
て
い
る
」

と
し
、
調
査
を
続
け
る
と
し
た
。

竹
下
副
理
事
長
も
保
団
連
の
組

織
率
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
会
場
で
は
６
月

に
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
窓
口

負
担
ゼ
ロ
（
兵
庫
協
会
主
催
、

神
奈
川
・
千
葉
・
大
阪
歯
科
協

会
共
催
）
」
の
カ
ー
ド
型
フ
ラ

イ
ヤ
ー
を
出
席
者
に
配
布
。
兵

庫
協
会
・
西
山
理
事
長
は
口
頭

発
言
に
て
同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
、
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
の
視
聴
、「
ゼ
ロ
の
会
」

へ
の
賛
同
を
促
し
た
。
千
葉
協

会
も
文
書
発
言
に
て
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
し
た
。

歯
科
会
員
の

減
少
傾
向
へ
対
策
を

　

そ
の
他
、
文
書
発
言
で
、
①

　

討
論
で
は
全
国
か
ら
１
４
５

本
の
発
言
通
告
が
提
出
さ
れ
、

診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定

や
物
価
高
騰
対
策
を
求
め
る
運

動
等
を
議
論
。
神
奈
川
か
ら
は
、

田
辺
理
事
長
が
口
頭
発
言
し

た
。
当
協
会
が
実
施
し
た
会
員

へ
の
経
営
実
態
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
医
療
機
関
の
経
営
状

況
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
指

摘
。
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
て
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
同
調
査
を
全
国

規
模
で
実
施
す
る
こ
と
を
要
望

し
た
。
保
団
連
執
行
部
は
こ
れ

ま
で
保
団
連
が
行
っ
た
調
査
に

つ
い
て
、
回
答
数
の
少
な
さ
が

課
題
だ
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

全
国
調
査
を
検
討
す
る
と
答
弁

し
た
。

医
療
の
こ
れ
か
ら
」
を
協
会
会

議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。

講
師
は
自
治
医
科
大
学
医
学
部

総
合
医
学
第
２
講
座
教
授
、
自

治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た
ま
医

療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
科

長
・
安
部
貴
大
氏
が
務
め
、
１

５
９
名
が
参
加
し
た
。

　

本
講
演
で
は
、
歯
科
医
師
が

早
期
発
見
の
最
前
線
に
立
つ
中

核
と
な
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
わ

が
国
に
お
け
る
口
腔
・
咽
頭
が

ん
の
現
状
で
は
、
欧
米
諸
国
で

死
亡
率
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の

に
対
し
依
然
高
い
水
準
に
あ

の
初
期
症
状
は
、
２
週
間
以
上

治
ら
な
い
白
斑
・
紅
斑
、
小
さ

な
潰
瘍
、
硬
結
、
出
血
な
ど
が

あ
り
、
特
に
白
板
症
や
紅
板
症

（
口
腔
潜
在
的
悪
性
疾
患

：

Ｏ

Ｐ
Ｍ
Ｄ
ｓ
）
は
悪
性
転
化
リ
ス

ク
が
高
く
、
対
応
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
診
断
に
お
い
て

は
、
系
統
的
な
視
診
と
触
診
が

基
本
で
あ
り
、
病
変
の
硬
さ
や

頸
部
リ
ン
パ
節
の
触
診
は
浸
潤

度
や
転
移
の
評
価
に
特
に
重
要

で
あ
る
。
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
の
画
像
診
断
は
進
展
範

囲
の
評
価
に
用
い
ら
れ
、
確
定

診
断
に
は
組
織
生
検
が
不
可
欠

で
あ
る
。
治
療
の
基
本
は
、
手

術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
そ
し

て
薬
物
療
法
を
「
三
本
の
矢
」

と
す
る
集
学
的
治
療
で
、
多
職

種
連
携
で
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

近
年
で
は
、
分
子
標
的
治
療

や
免
疫
療
法
と
い
っ
た
新
し
い

治
療
法
も
適
応
と
な
っ
た
。
切

除
可
能
で
あ
れ
ば
手
術
が
第
一

選
択
と
な
る
が
、
生
活
の
質（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
維
持
の
た
め
に
は
、
早

期
発
見
に
よ
る
機
能
温
存
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、

地
域
医
療
と
専
門
医
療
機
関
が

密
接
に
連
携
す
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ

り
、
歯
科
医
師
は
、
日
常
診
療

で
の
口
腔
粘
膜
の
注
意
深
い
観

察
を
行
い
、
疑
わ
し
い
症
例
に

つ
い
て
は
迅
速
に
口
腔
が
ん
専

門
医
な
ど
へ
紹
介
す
る
連
携
構

築
と
、日
々
の
予
防
活
動
（
口
腔

ケ
ア
、禁
煙
・
節
酒
な
ど
の
患
者

教
育
）、さ
ら
に
は
が
ん
治
療
後

の
口
腔
機
能
管
理
を
通
じ
て
、

口
腔
が
ん
医
療
の
中
核
を
担
う

こ
と
が
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
。

り
、
そ
の
主
な
原
因
は
早
期
発

見
の
遅
れ
に
あ
る
。
口
腔
が
ん

の
主
要
な
リ
ス
ク
因
子
は
、
喫

煙
、
過
度
な
飲
酒
（
こ
れ
ら
が

併
用
さ
れ
る
と
リ
ス
ク
が
１５
倍

に
増
加
）
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
、

不
適
合
義
歯
な
ど
に
よ
る
慢
性

刺
激
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
病

理
組
織
学
的
診
断
で
は
扁
平
上

皮
癌
が
最
も
多
く
、
舌
、
歯
肉
、

口
底
な
ど
が
好
発
部
位
で
あ
る
。

　

生
存
率
を
向
上
さ
せ
る
鍵
は

早
期
発
見
で
あ
り
、
歯
科
医
師

の
役
割
は
大
き
い
。
口
腔
が
ん

講師の安部氏

田辺理事長

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます

医療費相談室
℡045-313-2225
次
回
は

14時～17時

相談
無料

9
17
（水）

事前予約も承ります。地域医療
対策部へご連絡ください
（℡045-313-2111）
※通話料がかかります。


